
「青森県漁港漁場整備事業研修会」開催一覧表

日時・場所 時間

1 50分 河 野 大 輔

2 50分 犬束 ゆかり

3 30分 橋 本 翔

吉 塚 靖 浩

参加者：105名 武 田 真 典

坂 本 地 仁

奥 村 誠 悦

6 20分 蓑 口 百 代

7 20分 堅 川 勝 三

8 20分 村 上 佳 織

9 20分 大 内 文 貴

参加者：63名 10 20分 小 林 正 和

1 50分 河 野 大 輔

2 40分 中 村 広 花

3 30分 木 浪 佑 悦

4 20分 澤 田 篤

参加者：113名 5 20分 鶴 江 智 彦

1 60分 櫻 井 政 和

2 40分 藤 原 佑 輔

3 30分 島 野 晃 輔

4 50分 田 中 仁

5 30分 泉 将 太

6 20分 蓑 口 百 代

7 20分 對 馬 廉 介

8 20分 菊 池 知 子

情報交換会　99名

利用を考慮した陸閘閉塞工法について ハートエンジニアオフィス株式会社　調査設計部　課長

1/17　17：15～　アラスカ　地下　サファイア

第
三
十
一
回

第
三
十
二
回

令和6年1月17日（水）
13：30～17：00

ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ ｱﾗｽｶ
（4F ダイヤモンド）

参加者：114名

令和6年1月18日（木）
9：30～11：00

ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ ｱﾗｽｶ
（4F ダイヤモンド）

参加者：87名

海業の推進について
～漁業体験プログラムづくりの手引きの活用について～

青森県農林水産部水産局　漁港漁場整備部　技師

青森県三沢地区におけるFP魚礁の乱積み漁場効果調査事例 海洋土木株式会社　環境部　係長

モアシスを利用した海藻増殖について 共和コンクリート工業株式会社　海洋水産部　顧問

岩手大槌町サーモンを起点とした海業について 岩手県大槌町　産業振興課　班長

佐井村が取り組む漁業体験型観光 佐井村　産業建設課　主事

津波・高潮・高波に備える漁港防災力の強化
株式会社アルファ水工コンサルタンツ　技術顧問
（東北大学　総長特命教授）

新たな資源管理の取組について
青森県農林水産部水産局　水産振興課
栽培・資源管理グループ　技師

漁港を核としたブルーカーボン拡大の取組み 三省水工株式会社　東日本営業所　主任

令和６年度予算、浜プランや海業推進に関する諸々について 水産庁漁港漁場整備部　防災漁村課　課長

令和5年9月19日（火）
13：30～17：00

ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ ｱﾗｽｶ
（4F ダイヤモンド）

海業の推進について（漁港漁場整備法の改正含む） 水産庁漁港漁場整備部　計画課　課長補佐

福井県高浜町におけるまちづくりと「海業」について
　　　　　　　　　　　　　　　　～漁港の有効活用‶海の６次産業化″～

福井県高浜町　産業振興課　主事

今後の漁業 山六（ヤマロク）水産（青森県外ヶ浜町）　代表取締役

青森県におけるハニカム魚礁の効果事例と漁村体験ツアーの取り組み ライトンコスモ株式会社　主幹

コーケンテクリーフ潜水調査 日本コーケン株式会社　技術部　主任

浸水防止プレキャスト壁　MC防水ウォール 丸栄コンクリート工業株式会社　主任

②津波発生時の漁船避難ルールづくりについて
青森県農林水産部水産局　漁港漁場整備課
企画・振興ｸﾞﾙｰﾌﾟ　主査

青森県内の魚礁効果調査事例および増殖礁の多面的機能の紹介 海洋土木株式会社　環境部

深浦漁場　KK-21型効果調査報告 日本漁場システム株式会社　営業部長

4 マウンド礁による漁場造成について 50分
一般社団法人 水産土木建設技術センター　理事長

一般社団法人 水産土木建設技術センター　上席研究員

◎挨拶：冨岡代表理事　乾杯：冨岡代表理事　中締：川村理事（小田野沢漁協長）

第
三
十
回

演　　　　　題 講　　　　師

令和4年9月29日（木）
13：30～17：00

ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ ｱﾗｽｶ
（地下 サファイア）

海業（うみぎょう）振興に向けて 水産庁漁港漁場整備部　計画課　課長補佐

対馬の海と共に、私なりの海業の続け方 有限会社 丸徳水産

漁師が取り組む産業革命 株式会社 尾駮鮮魚団　代表取締役

令和4年9月30日（金）
9：30～12：00

ｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ ｱﾗｽｶ
（地下 サファイア）

5
①水産関係施設災害復旧事業について

30分

青森県農林水産部水産局　漁港漁場整備課
施設整備ｸﾞﾙｰﾌﾟ　主幹


